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(1)ア.深さ h での圧力は, P,=P。十Pgh

イ.流出速度をUとし,液面から管中心を通って流出する流線にべルヌーイの定理を
適用すると,容器直径が十分大きく流出による液面の低下速度は無視できるので,

つ

・二L+ h =^十"1、.・. U = V§j万'
Pg Pg

したがって, q=-dlu=-d2■i万'

(2)ア.連続の式より,匹d、=匹・dゞν。。したがって,ν.=-LV。'i11i220 」, 1-22

?

イ・面A に作用する圧力はn なので,,*n(1dゞ1d,→*1n(dゞ-d.')
ウ,流量をq'=匹・d1じとすると,?う,

△U・四'←广り・pld゛、←ゞ、・、トP匹・dゞゞ(1・三・j
エ.壁面に図 1.2 の左向き Fが作用することから,液体には右向きにF力V乍用する。
このことを踏まえ,断面①と断面②の間の液体に運動量の法則を適用すると,

△.V =-dl、P --dlp。十F
4114

弓d<ゞ←・才卜ld,ン广ンンけlnuゞ・d.ヲ⇔八十・生1卜n・n
1 + PI -2 + P2 +H
2g pg 2g pg

"・ー・ーー・-1-十十一N←司・1ウ→、

これにイ.の結果とウ.の結果を代入して整理すると,

一方,拡大管の中心軸を通る流線にべルヌーイの定理を適用すると,

こ才Uこ上で求めたPIールとア.の結果を代入して整理すると,

オ.液面から拡大管中心を通って流出する流線にべルヌーイの定理を適用すると,

10 +h= 2 + PO +H ⇔ν2 -h_N
Pg 2gpg 2g

エ.の結果を代入して整理すると,

ー・・ー・'一→-1-・→、トー・'

?

4〆、やブ'1■1ト
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U)

π=0を代入すると P=Bとなるため, gΣ笠』丑変1ヒ_である。

π=1を代入するとPV=RT=Bとなるため,③等温変化である

(2)

PVπ=Bよりν=彫吾戸司。η→⑳のとき右辺→ 1のため

熱力学第一法則からdu=△0-△W。したがって△Ω_三旦U^。

△W = pdv。ー、方, PV"= Bより P = BV一η以上より△W =召V-"dv。
すなわちα= BV一π

ウ P = BV-"より両辺を微分して dp = B(一η)V-"ー.dv。

B = PV"を用いて Bを消去すると Vdp =一πPdv。

状態方程式を両辺微分すると RdT=vdp+pdV器 a一れ)pdv

△W = pdVであることを考えれば,△W = R/(1-η)dT。

内部エネノレギーの変化は du = cvd7とかけるため,ア.より

△0 = du +△W = cvdT 十 R/a 一π)dT =(C,+ R/(1-π))dT。

よって C,= CV + R/(1-η)

マイヤーの関係式と比熱比より, R =C,-C =(κ-1)C となるため

二1二

②3亨^旦である。
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a く"くκ(理想気体の比熱比)の領域は点線でも実線でも可とする)
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(D 3 本の棒に作用している力の合計が荷重 Pと等しくなるので,
円=び1冱十0'2且+σ'3豆=(グ+σ十び)冱

(2)棒 2 と棒 3 に作用している力,および,それぞれ棒の棒 1との間隔より,点 0 まわりのモー
メントのつり合いを考え ,

aXσ2冱=hXσ3冱

(丁

(3)フックの法則より,

σ

(丁

(4)棒2と棒 1 の伸びの差と間隔,および,棒 1と棒 3 の伸びの差と間隔とが比例関係にある
ので,

λ2-λ】:λ一λ=α:み

.'.え、 1- σ

(5 ) (4)の解を変形し,

(λ,一λ,)"*(入fえ,)み

(3)で求めた入,と同様にして入P 入.を求め,上式の入リ入υ入.に代入し,

←呼-0小十0ゞーー

(σJ广一灸三,ト*(ら三.ーぴ,五.)h
(0●)q三戸^σ三

(4Ξゞ円三,)0*(仇五.-4Ξ.)h

(2)で求めた広を代入して,

上式の

_ h(0-h)Ξ.
σ

α2+hユ三 1

および(2)の解に上式の0、を代入した広を, a)の解に代入し,

才一ーーーーー{一長0.}
(丁2,

P

(α2 + h2)五1+(α十 b)2 五 2

び
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←、が".
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( 1 )

ア、

A 上降伏点

B

イ

下降伏点

転位密度上昇による加工硬化

ウ επ
1 -1。

1。
^^

こ1二 εT = 1n^

オ

なので

破断時の単位面積あたりの荷重なので, 単純に 200÷0.8

, れに上式を代入してεT = 1n(1+ε)

( 2 )

ア フ.流動性

ウ 4.共

オ

日
日日

キ

14

点

250 Mpa

ケ

21

ンドライト状

α 2^α 3

8.変化しない

イ 19.摩耗性

二1二 2.共

力

日
日日

6.1釘'ヨ日

ク 30

コ 12.ほとんど固溶しない

こ
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